
入院時に持参して下さい。

月日（日時） ／ ／ ／ ／

経過（病日等） 入院日 入院5～7日目 入院8日目 入院9日目

◇入院生活について理解できる ◇合併症の症状・所見がない ◇退院基準

◇検査について理解できる ◇針を刺したところに問題がない 日常生活動作の低下がない

　 ◇日常生活動作の低下がない

治療・薬剤 お薬とお薬手帳を看護師 検査は病室のベッド上で横向きの体勢で行います 針を刺した部位の 針を刺した部位が赤く

 (点滴・内服) または薬剤師にご提示ください 検査は着ている寝衣のまま行います 観察をします なったり、腫れたりなどの

腰から針を刺し検査します 問題がなければ 異常がなければ処置は

処置 （針を刺す以外のところは布で覆うため汚れません） ガーゼを外します ありません

検査後、針を刺した所をガーゼで保護します

検査前後に血圧・脈拍など測定を行い観察します

採血・レントゲン・心電図 特にありません 採血があります 採血があります

があります

制限はありません 検査後1時間程度のベッド上安静があります

（仰向けの状態で安静となります）

検査終了時に、看護師から安静時間の説明を

します

ナースコール・ベッド柵を設置します 検査時には横向きの体勢になります

運動靴の使用をお勧めします 医師が座る側のベッド柵が外れますので転落が

ないように看護師が支えます

制限はありません

飲水はできます
食事

制限はありません 検査後はシャワーは入れません

制限はありません ベッド上で寝たままでの排泄となります

（ナースコールでお知らせください　介助します）

安静が解除になればトイレまで歩行ができます

担当医師が病状及び検査について 検査時、針を刺した時に足のしびれや痛み等が

説明します あればすぐにお知らせください 次回外来受診日についても必ずご確認ください

看護師が入院生活・検査について 検査後の安静時や、安静解除後に起き上がっ

説明します た時に頭痛・や吐き気などの症状があれば

薬剤師より持参されたお薬の

確認を行います

理学療法士が体の運動状況を

確認します

ださい

注１  病名等は、現時点で考えられるものであり、今後検査等を進めていくに従って変わることがあります。

注２　入院期間については現時点で予想される期間です。 2023.7改訂

久留米大学病院 脳神経外科 東棟8階病棟

医師より退院についての説明があります

STP0700070-0
／ ／ ／

薬剤師より退院処方について説明があります

看護師より日常生活の注意点について説明があります

達成目標

タップテスト（髄液排除試験）を受けられる(                                     )さんへ

説明日（　　　／　　　）　　　説明者氏名（　　　　　　　　　　　　）

／　　　～　　　　／

検査当日（入院2日目） 入院3日目 入院４日目 入院10日目

検査

活動・安静度

安全

検査後1時間は食事はとれません

制限はありません

制限はありません

ナースコール・ベッド柵を設置します

運動靴の使用をお勧めします

検査の時間は、前日夕方までに担
当医師または担当看護師がお知ら
せいたします。

清潔

シャワーに入れます

排泄

患者様及びご
家族への説明

生活指導
リハビリ

栄養指導
服薬指導

針を刺した部位から

出血していたり

腫れている感じが

制限はありません

ナースコールでお知らせください

するなどの違和感

があればナース

コールでお知らせく

平日日中：脳外科外来  ： 0942-31-7617

夜間・休日：東８階病棟  ：  0942-31-7673 

《自宅での過ごし方について》

・頭痛や吐き気などの症状があれば下記の連絡先へ連絡してください

・針を刺した所が赤くなったり、腫れたりした場合も連絡をしてください

・自宅では段差に注意し、屋外に出られる時は履きなれた靴を履くようにし

ましょう。

立ち上がり時や歩き始める時、方向転換をする時は特に転倒する危険性

が高まりますので十分に注意をされてください。

歩行時にふらつきがある方は介助をさせていただきます

検査前後で認知機能や歩行状態を理学療法士が確認させていただきます。


